











































































































































































































































































































































































































































































。鎌終氏が約筏に調査された資料によって、工業学校創立時の復維な様子が明らかになった。これらの資料は、すで 明治期に活字にされたも や、浄諒されたものが大半であるため、編集の手間宮翁いて際資料コピーを原稿とした。ために初校はか ワ幾行すると怠った 工場 ベテランが組まれた か、すばらしい出米上りであ 直接お目にかかること ない人とのこうし 出会いが、本つくりの喜びの一つ もゐる。。五十五年七月から三年間、資料や写真の塗理を中心とし、その他写お撮影から庶務まで編集室の雑多な仕事をこなして米 塚本文子 五十八年七万三十一日付で退職帆した。八万一日に後任として中西佐枝子が着任した。新しいメンバーで通史綴集に取り組ん晴、いる。
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